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国
労
東
日
本
本
部
は
、
８
月
21
〜
22
日
に
第
30
回
定
期
大
会
を
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
代
議
員
の
真
摯
な
討
論
か
ら
、
運
動
方
針
と
「
労
働
条
件
に
関
す
る

協
約
」
改
訂
要
求
を
確
立
し
、「
大
会
宣
言
」
と
「
安
保
法
制
廃
止
、
原
発
再

稼
働
反
対
、
労
働
法
制
改
悪
反
対
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
平
和
と
民
主
主
義
を

守
る
特
別
決
議
」
を
採
択
し
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
大
会
特
集
号
【
そ
の
１
】
と
し
て
報
告
し
ま
す
。

じ
め
、
４
点
に
つ
い
て
挨
拶

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓

挨
拶
、
弁
護
団
報
告
、
国
労

本
部
か
ら
の
挨
拶
を
受
け
て

議
題
に
入
り
ま
し
た
。

　

経
過
報
告
で
は
５
名
の
代

議
員
か
ら
発
言
を
受
け
て
、

答
弁
・
承
認
を
頂
き
、
機
関

紙
及
び
組
織
拡
大
標
語
の
表

彰
で
一
日
目
の
議
事
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
運
動
方
針
に

対
す
る
18
名
の
代
議
員
か
ら

の
発
言
を
受
け
て
、
佐
藤
書

記
長
よ
り
答
弁
・
集
約
が
さ

れ
、
全
体
の
拍
手
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
日
本
本
部
委

員
選
挙
結
果
報
告
、
ス
ト
ラ

イ
キ
権
確
立
一
票
投
票
で
は

満
票
で
ス
ト
権
を
確
立
し
、

大
会
宣
言
、
特
別
決
議
を
採

択
し
ま
し
た
。
最
後
に
、
菊

池
委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ

う
で
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
宮
﨑
副
委
員
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
資
格
審

査
委
員
会
の
報
告
で
大
会
成

立
を
宣
言
し
ま
し
た
。
議
長

に
出
羽
代
議
員
（
水
戸
）、
副

議
長
に
公
家
代
議
員
（
東
京
・

神
奈
川
地
区
本
部
）
を
選
出

し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

菊
池
委
員
長
は
「
平
和
と

民
主
主
義
を
守
り
、
労
働
法

制
改
悪
反
対
の
闘
い
」
を
は

２
０
０
６
年
一
括
和
解
以
降
、
組
織
拡
大
は
着
実

に
前
進
し
て
い
る
反
面
、
退
職
に
よ
る
自
然
減
は
、

そ
れ
を
大
幅
に
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
組
織
拡
大
の
課
題
は｢

待
っ
た
な

し｣

の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

今
大
会
で
は
、
こ
の
一
年
間
の
組
織
拡
大
の
成

果
と
経
験
を
報
告
し
、
学
習
し
、
職
場
に
持
ち
帰
っ

て
次
へ
の
実
践
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切

望
す
る
と
と
も
に
、
全
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て

国
労
運
動
の
継
承
と
発
展
に
向
け
、
さ
ら
に
組
織

拡
大
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
安
全
安
定
輸
送
確
立
、
労
働
条
件

の
改
善
に
つ
い
て
で
す
。

　

安
全
問
題
に
目
を
向
け
れ
ば
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管

内
に
お
け
る
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
後
を
絶
た
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
４
月
の
山
手
線

で
の
電
化
柱
の
倒
壊
以
降
、
東
北
新
幹
線
や
根
岸

線
で
の
架
線
切
断
、
高
崎
線
で
の
電
気
設
備
故
障

等
、
設
備
に
絡
む
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
続
い
て

い
ま
す
。
設
備
の
老
朽
化
や
外
注
化
に
よ
る
安
全

軽
視
、
技
術
継
承
の
問
題
等
、
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
数
多
く
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

改
め
て
労
働
組
合
の
役
割
と
責
任
を
噛
み
し
め
、

問
題
の
改
善
・
解
消
を
強
く
求
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
大
会
は
、
東
日
本
本
部
結
成
か
ら
30
回
目
の

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
30
年
の
節
目
に
当
た
り
、

諸
先
輩
と
と
も
に
私
た
ち
が
切
り
開
い
て
き
た
Ｊ

Ｒ
東
日
本
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
内
で
の
情
勢
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
く
決
意
を
全
組
合
員
で
確
認
し
合
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
代
議
員
・
傍
聴
者
は
、
各
地
方
か
ら

本
大
会
に
持
ち
寄
っ
た
成
果
や
取
り
組
み
の
報
告

や
意
見
に
耳
を
傾
け
、
真
摯
に
討
論
し
学
び
合
う

大
会
と
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

東
日
本
本
部
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
平
和
と
民
主
主
義
を
守
り
、
労
働
法

制
改
悪
反
対
の
闘
い
に
つ
い
て
で
す
。

　

安
倍
首
相
や
自
民
党
幹
部
ら
が
こ
ぞ
っ
て
「
憲

法
議
論
へ
の
参
加
」
を
呼
び
掛
け
る
な
ど
改
憲
に

向
け
た
動
き
も
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
会
の
与

野
党
の
勢
力
で
は
与
党
の
圧
倒
的
な
数
を
背
景
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
強
引
な
運
営
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
に
あ
り
、
改
め
て
、
中
央
・
地
方
か
ら
平
和
憲

法
を
守
る
闘
い
や
労
働
法
制
の
改
悪
反
対
の
大
衆

運
動
を
強
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

２
点
目
は
、
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
に
関
す
る
状
況
と

脱
原
発
・
原
発
再
稼
働
に
反
対
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
収
束
さ
れ
な
い
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
を
横
目
に
、
川
内
原
発
、
高
浜
原
発
、

伊
方
原
発
と
再
稼
働
を
次
々
に
進
め
る
政
府
と
、

「
原
子
力
推
進
委
員
会
」
に
成
り
下
が
っ
た
原
子
力

規
制
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
原
発
再
稼
働
に
前

の
め
り
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
許
さ
な
い
取
り
組

み
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
本

部
も
中
央
・
地
方
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加

し
て
来
ま
し
た
。
再
稼
働
あ
り
き
の
政
策
に
強
く

反
対
す
る
と
と
も
に
引
き
続
き
、
脱
原
発
、
再
稼

働
反
対
の
取
り
組
み
に
全
力
を
あ
げ
て
い
く
こ
と

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
発
足
か
ら
30
年
と
な
ろ
う
と
し
て
い
る

中
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
社
員
全
体
の
平
成
採
用
者
が

60
％
を
超
え
、
30
数
％
の
国
鉄
採
用
者
は
退
職
年

齢
ま
で
残
り
10
年
を
切
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

議長
水戸地本
出羽代議員

副議長
東京地本
公家代議員
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